
サンケン電気株式会社_独立役員届出書

１．基本情報

２．独立役員・社外役員の独立性に関する事項

a b c d e f g h i j k l
該当
なし

1 社外取締役 ○ 　 　 △ 　 訂正・変更 有

2 社外取締役 ○ 　 ○ 有

3 社外取締役 ○ 　 ○ 新任 有

4 社外取締役 ○ ○ 新任 有

5 社外取締役 ○ △ 　 訂正・変更 有

6 社外取締役 ○ 　 ○ 訂正・変更 有

３．独立役員の属性・選任理由の説明

1

2

3

番号

菅原万里子氏は、これまで企業法務や多種多様な業種でのＭ＆Ａに携わったほか、自身の研究課題
である税法分野における税務訴訟に携わるなど、法律専門家として豊富な知識と経験を有しており
ます。このことから、法務リスクやコンプライアンスの領域において、幅広く有益な助言・提言を
頂けるものと考えており、菅原氏には、独立した立場から、弁護士としての客観的な視点で経営を
監視頂くことが期待でき、当社取締役会の監督機能強化にも貢献頂けるものと考えております。ま
た、女性社外取締役として、ダイバーシティの観点で、当社サステナビリティ委員会に対し、第三
者目線からの有益な助言・提言を頂いております。
上記により、菅原氏は、当社グループが中長期的な成長戦略を進めて行く中で、業務執行全般にお
ける適切性の確保と監督機能の強化といった職責を適切に果たして頂けることが期待できるため、
同氏を一般株主との間に利益相反が生じる恐れの無い独立役員として選任いたしました。

瀬木氏は、セイコーエプソン株式会社の取締役として、グローバルに事業を展開する同社の経営に
おいて重要事項を決定するとともに、業務執行の監督機能を適切に果たしてまいりました。また、
財務会計及び事業管理に関する豊富な業務経験と実績を有しており、同社の経営戦略・管理本部長
として、長期的な企業成長戦略と中期経営計画の策定を一体的に進める他、ガバナンス・コンプラ
イアンスの仕組構築など、経営管理体系の整備を高い視点で主導した経験を有しております。更
に、サステナビリティ推進室長として、同社のサステナビリティ経営に貢献してまいりました。
上記により、瀬木氏は、当社グループが中長期的な成長戦略を進めて行く中で、業務執行全般にお
ける適切性の確保と監督機能の強化といった職責を適切に果たして頂けることが期待できるため、
同氏を一般株主との間に利益相反が生じる恐れの無い独立役員として選任いたしました。
なお、瀬木氏が過去に勤務していたセイコーエプソン株式会社と当社との間には取引があります
が、その取引額は双方における連結売上高の1％未満であり、主要な取引関係には該当いたしませ
ん。

独立役員氏名

森谷　由美子

菅原　万里子

生越　由美

該当状況についての説明（※４）

平野氏は、当社の取引銀行の役員に就任していましたが、2010年に退任
しており、同氏と同行との間に特別な利害関係は存在しておりません。
また、当社は、複数の金融機関から借入を行っており、2025年３月期末
時点における当該銀行からの借入額は、借入金残高の2％程度であり、
当社が当該銀行に大きく依存している状況にはありません。これらの状
況を踏まえ、平野氏が当社経営陣から著しいコントロールを受けること
は無く、また同氏が当社経営陣に対し著しいコントロールを及ぼすこと
も無いと考えております。
上記により当社では、平野氏の独立性は確保されており、同氏と一般株
主との間に利益相反が生じる恐れは無いと考えております。

選任の理由（※５）

平野　秀樹

平野氏は、過去の銀行勤務の経験から、財務・会計に関する高い知見を有しており、執行役員とし
ての経歴も有しておりますので、経営者の目線から業務執行の監督機能強化に寄与頂けるものと考
えております。平野氏は、2019年より当社の社外監査役に就任しており、当社ビジネスに関する理
解を有しております。また、平野氏は、現在「指名委員会」及び「報酬委員会」の委員長に就任し
ており、当社のコーポレートガバナンスの透明性確保に貢献頂いております。更には、取締役会以
外の場で定期的に開催され、重要テーマについての審議を行う役員ディスカッションでの議論を通
じ、グループ成長戦略推進における妥当性と適切性の確保においても貢献頂いております。
上記により、当社グループが中長期的な成長戦略を進めて行く中で、平野氏は、業務執行全般にお
ける適切性の確保と監督機能の強化といった職責を適切に果たして頂けること、更には、当社の
コーポレートガバナンスの透明性の確保と適切性の向上に貢献頂けることが期待できるため、同氏
を一般株主との間に利益相反が生じる恐れの無い独立役員として選任いたしました。

独 立 役 員 届 出 書

異動内容
本人の
同意

異動（予定）日

役員の属性（※２・３）

会社名

提出日 2025/6/4

独立役員届出書の
提出理由

番号

2025/6/27

コードサンケン電気株式会社 6707

定時株主総会に社外役員の選任議案が付議されるため

社外取締役／
社外監査役

瀬木　達明

柳澤　　修

独立役員の資格を充たす者を全て独立役員に指定している（※１）

1/2



サンケン電気株式会社_独立役員届出書

4

5

6

４．補足説明

※１ 社外役員のうち、独立役員の資格を充たす者の全員について、独立役員として届け出ている場合には、チェックボックスをチェックしてください。
※２ 役員の属性についてのチェック項目

　a．上場会社又はその子会社の業務執行者
　b．上場会社又はその子会社の非業務執行取締役又は会計参与（社外監査役の場合）
　c．上場会社の親会社の業務執行者又は非業務執行取締役
　d．上場会社の親会社の監査役（社外監査役の場合）
　e．上場会社の兄弟会社の業務執行者
　f．上場会社を主要な取引先とする者又はその業務執行者
　g．上場会社の主要な取引先又はその業務執行者
　h．上場会社から役員報酬以外に多額の金銭その他の財産を得ているコンサルタント、会計専門家、法律専門家
　i． 上場会社の主要株主（当該主要株主が法人である場合には、当該法人の業務執行者）
　j． 上場会社の取引先（f、g及びhのいずれにも該当しないもの）の業務執行者（本人のみ）
　k．社外役員の相互就任の関係にある先の業務執行者（本人のみ）
　l． 上場会社が寄付を行っている先の業務執行者（本人のみ）
以上のa～lの各項目の表記は、取引所の規則に規定する項目の文言を省略して記載しているものであることにご留意ください。

※３ 本人が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「○」、「過去」に該当している場合は「△」を表示してください。
近親者が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「●」、「過去」に該当している場合は「▲」を表示してください。

※４ a～ｌのいずれかに該当している場合には、その旨（概要）を記載してください。
※５ 独立役員の選任理由を記載してください。

柳澤氏は、ゼネラルエレクトリック入社後、米国本社での社内監査業務や、関係会社の財務・監査
領域において重要な職責を担い、また、インテル株式会社入社後は、同社の最高財務責任者を務め
てまいりました。後に、スタートアップ支援、新規事業の立上げや経営コンサルティングサービス
等を提供する企業を創業して経営責任者を務め、また、複数のスタートアップ企業の経営責任者と
して、ITを活用したP2Pレンディングサービスや、大学発の医療機器ベンチャービジネスなど、新領
域での事業化に取り組み、多様な分野における経営者としての知見・経験を有しております。
上記により、柳澤氏は、当社グループが中長期的な成長戦略を進めて行く中で、業務執行全般にお
ける適切性の確保と監督機能の強化といった職責を適切に果たして頂けることが期待できるため、
同氏を一般株主との間に利益相反が生じる恐れの無い独立役員として選任いたしました。

生越氏は、東京理科大学専門職大学院において、技術経営専攻の専任教員として、技術・文化を活
用した企業ビジネスの優位性を経営目線で構築できる人材を育成してまいりました。ここから得ら
れた知見は、当社の技術経営の観点で、客観的な視点で有益な助言・提言を頂けるものと考えてお
ります。また、企業の成長において特許は非常に重要な要素でありますが、生越氏は知的財産分野
において長年の経験と知見を有するとともに、内閣機関である知的戦略本部に設置されたコンテン
ツ・日本ブランド専門調査会委員を務められるなど、大学教授以外に各方面で活躍されておりま
す。こうした長年の学術的活動を通して得られた知見は、当社の知財戦略に対して客観的な観点か
ら有益な助言・提言を頂けるものと考えており、取締役会における意思決定の妥当性及び適正性の
確保において、また、監査等委員会での監査の実効性確保において寄与することが期待できます。
更に、女性社外取締役として、当社におけるダイバーシティの観点で、当社サステナビリティ委員
会に対し、第三者目線からの有益な助言・提言を頂いております。
こうしたことから、生越氏は、監査等委員である社外取締役としての職責を適切に果たして頂ける
ことが期待できるため、同氏を一般株主との間に利益相反が生じる恐れの無い独立役員として選任
いたしました。

森谷氏は、当社の取引銀行の役員に就任していましたが、2011年に退任
しており、同氏と同行との間に特別な利害関係は存在しておりません。
また、当社は、複数の金融機関から借入を行っており、2025年３月期末
時点における当該銀行からの借入額は、借入金残高の2％程度であり、
当社が当該銀行に大きく依存している状況にはありません。これらの状
況を踏まえ、森谷氏が当社経営陣から著しいコントロールを受けること
は無く、また同氏が当社経営陣に対し著しいコントロールを及ぼすこと
も無いと考えております。
上記により当社では、森谷氏の独立性は確保されており、同氏と一般株
主との間に利益相反が生じる恐れは無いと考えております。

森谷氏は、長年にわたる銀行での勤務経験から、財務・会計に関する高い知見、管理領域及び営業
現場に関する経験・知見を有し、同行での常勤監査役としての経験も有しております。また、シス
テム関連の上場企業における社外取締役としての経験もあり、経営に関する豊富な知見を有してお
ります。こうした経験は、客観的な視点で、取締役会における意思決定の妥当性及び適正性の確保
において、また、監査等委員会での監査の実効性確保において寄与することが期待できます。更
に、女性社外取締役として、当社における女性活躍等のダイバーシティの観点で、特に当社サステ
ナビリティ委員会に対する第三者目線からの有益な助言・提言を頂いております。
こうしたことから、森谷氏は、監査等委員である社外取締役としての職責を適切に果たして頂ける
ことが期待できるため、同氏を一般株主との間に利益相反が生じる恐れの無い独立役員として選任
いたしました。
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